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■ 

1  牽引車を水平な位置にします。

2  オイルゲージボルトを外し、オイルの量を確認

します。 

オイルが穴部まであれば適量です。

3  オイルが不足しているときは、（ミッションオイ

ル給油口より補給します。） 

ミッションオイル給油口

ドレンボルト
オイルゲージボルト

エンジンをかけたままオイルを補給しない

でください。必ずエンジンが十分に冷えた

状態で行ってください。

※ 守らないと、オイルに引火し、火災・爆発・
やけどの恐れがあります。

交換後のミッションオイルは、専門の産廃

業者に廃棄を依頼してください。

※ 適切に処理しないと、環境を汚染します。

Ⅳ
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■ 

はじめて機械を使うときは、約 10時間運転したらオイル交換をしてください。

1  ミッションケースの下側についているドレンボ

ルトを外します。

2  オイルを抜き取ります。（オイルパンで受けて

ください。）

3  ドレンボルトを取り付けてから、

（ミッションオイル給油口より新しいオイルを補 

給します。）

 その後は、1年ごとにオイルを交換してくださ

い。

ミッションオイル給油口

ドレンボルト

オイルの種類 ギヤオイル #90

オイルの量 1.3 ± 0.1 リットル

オイルの種類 ギヤオイル #90

オイルの量 1.3 ± 0.1 リットル

Ⅳ

 重 要
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■ 
機械を使用する前に、オイルの点検を行ってください。

1  牽引車を水平な位置にします。

2  駆動輪オイルタンク上部の給油口より、オイルの量を確認

します。

3  オイルが不足しているときは、駆動輪オイルタンク給油口

より補給します。

 重 要
・はじめて機械を使うときは、レール全線にオイルを滴下して 

ください。 

その後は 1 ヶ月ごとにレール全線にオイルを滴下してください。

・機械を走行する直前にコックを開いてください。（縦位置）

・走行しないときは、必ずコックを閉じてください。（横位置）

オイルの種類
ギヤオイル、 

チェーンオイル
オイルの種類

 

 

エンジンをかけたままオイルを補給しないでください。必ずエンジンが十分に冷えた状態で行ってく

ださい。

※ 守らないと、オイルに引火し、火災・爆発・やけどの恐れがあります。

Ⅳ

駆動輪オイルタンク給油口

コック
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■ 

エンジンオイルが不足すると、エンジンが自動的に停止します。 

エンジンオイルが不足したままでは始動しません。エンジンオイルを補給すると、オイルアラートが解除されます。

■ 初回のオイル給油

はじめて機械を使うときは、必ず右記のオイルを規定

量入れてください。

 

エンジンをかけたままオイルを補給しない
でください。必ずエンジンが十分に冷えた

状態で行ってください。

※ 守らないと、オイルに引火し、火災・爆発・
やけどの恐れがあります。

交換後のオイルは、専門の産廃業者に廃棄

を依頼してください。

※ 適切に処理しないと、環境を汚染します。

Ⅳ

 重 要

前進降坂時にレール角度が 10°もしくは 20°以上傾くところで作業をしないでください。

・エンジン取付角度 22°の場合は、前傾 10°以上でオイルアラート作動

・エンジン取付角度 10°の場合は、前傾 20°以上でオイルアラート作動

※ オイルアラートが作動し、エンジンが停止します。

※外気温により適合するオイルが変わります。▶ 搭載エンジン取扱説明書 参照

オイルの種類 搭載エンジン取扱説明書参照

オイルの量 0.7リットル
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■ 
エンジンが水平のところで行ってください。

1  オイルフィラキャップを外し、オイルの量を確認します。 

オイルが口元まであれば適量です。

2  オイルが口元までないときは、給油口よりエンジン 

オイルを補給します。

 重 要

 重 要

4 サイクルエンジンの性質上、エンジンオイルは非常に 

大切なものです。作業前に必ず点検を行ってください。

■ 

はじめて機械を使うときは、約 10時間運転したらエンジンオイル交換をしてください。

1  オイルドレンボルトを外します。

2  汚れたオイルを抜き取ります。 

（オイルパンで受けてください。）

3  オイルドレンボルトを確実に締め付けてから、 

給油口よりきれいなエンジンオイルを補給します。

 その後は、50時間運転ごとに交換してください。

上限

オイルフィラキャップ

オイルドレンボルト

オイルフィラキャップ

Ⅳ
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Ⅳ

 

レール、支柱に異常があったときは、使用しないでください。 
修理、整備を行ってください。場合によっては、販売店に点検・修理を依頼してください。

※ 守らないと、思わぬ事故により受傷したり、モノラックが破損する恐れがあります。

以下のことを確認してください。

(1) レール支持ボルト、ナットのゆるみ、支持金具

や沈下防止板の割れはないか。

⇒ レール支持ボルト、ナットのゆるみ、支持

金具や沈下防止板の割れがあるときは、交

換してください。

(2) ストッパー受けは作動するか。

⇒ ストッパー受けが作動しないときは、新品

と交換してください。　

支柱

支持金具

ストッパー受け
レール支持ボルト

沈下防止板

ナット



34

■ 
エンジンが水平のところで行ってください。

1  オイルフィラキャップを外し、オイルの量を確認します。 

オイルが口元まであれば適量です。

2  オイルが口元までないときは、給油口よりエンジン 

オイルを補給します。

 重 要

 重 要

4 サイクルエンジンの性質上、エンジンオイルは非常に 

大切なものです。作業前に必ず点検を行ってください。

■ 

はじめて機械を使うときは、約 10時間運転したらエンジンオイル交換をしてください。

1  オイルドレンボルトを外します。

2  汚れたオイルを抜き取ります。 

（オイルパンで受けてください。）

3  オイルドレンボルトを確実に締め付けてから、 

給油口よりきれいなエンジンオイルを補給します。

 その後は、50時間運転ごとに交換してください。

上限

オイルフィラキャップ

オイルドレンボルト

オイルフィラキャップ

Ⅳ

35

Ⅳ

 

レール、支柱に異常があったときは、使用しないでください。 
修理、整備を行ってください。場合によっては、販売店に点検・修理を依頼してください。

※ 守らないと、思わぬ事故により受傷したり、モノラックが破損する恐れがあります。

以下のことを確認してください。

(1) レール支持ボルト、ナットのゆるみ、支持金具

や沈下防止板の割れはないか。

⇒ レール支持ボルト、ナットのゆるみ、支持

金具や沈下防止板の割れがあるときは、交

換してください。

(2) ストッパー受けは作動するか。

⇒ ストッパー受けが作動しないときは、新品

と交換してください。　

支柱

支持金具

ストッパー受け
レール支持ボルト

沈下防止板

ナット



36

Ⅳ

(3) 支柱が沈下していないか。

⇒ 支柱が沈下しているときは、沈下防止板の

下部をセメントで補強してください。

(4) レール、支柱が腐食していないか。

⇒ レール、支柱が腐食しているときは、新品

と交換してください。

フレームに異常があったときは、使用しないでください。 
修理、整備を行ってください。場合によっては、販売店に点検・修理を依頼してください。

※ 守らないと、思わぬ事故により受傷したり、モノラックが破損する恐れがあります。

以下のことを確認してください。

(1) 牽引車、荷物台車のフレームに変形がないか。

⇒ 牽引車、荷物台車のフレームが変形して

     いるときは、交換してください。

レール

支柱
セメント沈下防止板

支柱が沈下している

レール

セメントで補強する

上部ローラー

下部ローラー

レール
フレーム
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Ⅳ

 

連結部に異常があったときは、使用しないでください。 
修理、整備を行ってください。場合によっては、販売店に点検・修理を依頼してください。

※ 守らないと、思わぬ事故により受傷したり、モノラックが破損する恐れがあります。

以下のことを確認してください。

(1) 主連結器の溶接部およびその周辺にひび割れが

ないか。

⇒ 主連結器の溶接部およびその周辺にひび割

れがあるときは、すぐに新品と交換してく

ださい。

(2) 主連結器が変形していないか。

⇒ 主連結器が変形しているときは、まず原因

を調べ、新品と交換してください。

(3) 連結ピンがすりへって細くなったり、変形した

り、ピン穴が大きくなっていないか。

⇒ 連結ピンが直径１５mm以下にすりへったり、変形

したり、ピン穴が直径２０mm以上に大きくなって

いるときは、新品と交換してください。

副連結ワイヤー

連結ピン

主連結器

荷物台車 牽引車

牽引車～荷物台車
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Ⅳ

(4) 主連結器、副連結ワイヤーが完全に連結してい

るか。

⇒ 主連結器、副連結ワイヤーを完全に連結し

てください。

(5) 連結ピンの R ピンが破損、または抜けていない

か。

⇒ 連結ピンの R ピンが破損、または抜けてい

るときは、新品と交換してください。

Rピン

主連結器

主連結器

平ワッシャー

連結ピン

牽引車

(6) 副連結取付け部シャックルのネジがゆるんでい

ないか。

⇒ ネジがゆるんでいるときは、確実に締め付

けてください。

牽引車～乗用台車

シャックルのネジ

牽引車～荷物台車 39

Ⅳ

始動制御ユニット

始動安全リミット

MF

エンジン停止 
スイッチ

黒 黒
黒/赤 黒/赤

黒
黒

黒

温度感知センサー

オプション部品

灰

灰黒

黒

黒
黒

黒

青

オイルセンサーユニット

オイルセンサー

エンジンプラグ

黒
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Ⅳ

(4) 主連結器、副連結ワイヤーが完全に連結してい
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Ⅴ . 各部の調整

カバー（ベルト・緊急ブレーキ）を外したま
ま、使用しないでください。

※ カバー（ベルト・緊急ブレーキ ）を外したま
    ま走行すると、手をはさんだり衣類を巻き
    込んだりして受傷する恐れがあります。

伸びたり、ひび割れたベルトは使用しない
でください。

※ エンジンブレーキが効かなくなります。
（緊急ブレーキが作動します。）

Vベルトは、必ず指定の A-27を使用して
ください。

交換後の Vベルトは、専門の産廃業者に廃
棄を依頼してください。

※ 適切に処理しないと、環境を汚染します。

■ ベルトの張りおよび状態の確認

ベルトカバーの六角ボルト６本をゆるめて、

ベルトカバーを外します。

1

重 要

新しいベルトは約 10 時間の使用で初期の伸びが

発生するため、10 時間使用後に必ずベルト張り調

整を行ってください。

六角ボルト40

Ⅴ

41

■ 
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2  ベルトの張りおよび状態の確認をします。
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ベルトが伸びていると 

きは、ベルト調整をし 

てください。 
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Ｖベルトがひび割れたり切れたりしているとき

は、ベルトを交換してください。（次ページ参照）
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3 エンジン止めナット４個をゆるめ、手前に

エンジンをスライドしVベルトを外します。

2 前後の押しボルトのロックナットをゆるめ、

押しボルトをゆるめます。

交換後の Vベルトは、専門の産廃業者に廃

棄を依頼してください。

※ 適切に処理しないと、環境を汚染します。

4  新しいＶベルトに交換します。 

（V ベルト：A-27） 

押しボルト

エンジン止めナット

ロックナット

Ⅴ

5  ベルト張り調整を行います。

ベルト

たわみ 約10mm

3ｋｇ

43

3 手前の押しボルトでエンジンを前側にスライド

して、3ｋｇの力を加えた時、ベルトのたわみ

約10ｍｍを目安にベルトを張ります。

2 エンジン止めナット４個をゆるめます。

4 前側の押しボルトでエンジンの傾きを調整し

ます。

6  以上の方法でベルトが張りきれない場合は、

Vベルトを新品と交換してください。

5  調整した後、エンジン止めナット４個を締め、

押しボルトのロックナットを締めます。
Ⅴ

■ 

ベルトが伸びているときは、以下の方法でベルト調整

をしてください。

1  前後の押しボルトのロックナットをゆるめ、押

しボルトをゆるめます。

押しボルト

エンジン止めナット

ロックナット
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200kgの荷物を積んで45°の傾斜を降りるとき、ストップレバーがレールのストッパー受けに当たると、

約50cmで牽引車が停止するようあらかじめセットしてあります。

もし 1m 以上すべるときは、次の方法で調整を行ってください。

調整は、レールが水平な所か、できるだけ傾斜がゆる

やかなところで行ってください。

1 。すまれ入に置位」止停「、し倒をーバレ止停行走

2  エンジンスイッチを「切」にし、エンジンを停

止します。

3  前後レバーを「前進」または「後進」に入れます。

4  機械が動かないようロープなどで固定するか、

ラックに歯止めをして完全に固定します。

5  ロッド調整ナットをゆるめ、隙間を大きくしま

す。
ストップレバー

前後レバー

Ⅴ

2

ロッド調整ナット

隙間

走行停止レバー

エンジンスイッチ

45

6  ブレーキ調整ナットをまわし、スプリング長

59～ 60mm を目安に調整し、停止距離が 1m

以内になるようにしてください。

 重 要
ブレーキ調整ナットは、確実にナットどう

しを締め込みロックしてください。

7  ロッド調整ナットとロッド取付ボルトの隙間を

9 ～ 10mm にして、ロッド調整ナットをロッ

クナットで固定します。

以上の方法でも調整できないときは、最寄

りの販売店に点検調整を依頼してください。

※ 守らないと、事故が発生し受傷する恐れが
あります。

ブレーキ調整ナット

スプリング長

ロッド調整ナット
ロッド取付ボルト

隙間 9～10mmロックナット Ⅴ
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牽引車、荷物台車の各ローラーとレールの

の隙間が1ｍｍ以上あるときは、走行しない

でください。

※ 1mm 以上あると、モノラックが左右にゆ
れて不安定になるため、脱線し受傷する恐
れがあります。

ローラーの調整は水平な場所で行ってくださ

い。

※ 傾斜した場所で行うと、受傷する恐れがあ
ります。

ローラーの調整の際、ローラー軸が錆びて

いるときは、潤滑油をさすか、錆落としで

錆を落としてください。

※ 錆びたまま無理に回転させると、工具が滑
り手を受傷する恐れがあります。

Ⅴ

回転しないローラーがあった場合は、最寄

りの販売店に、修理または交換依頼をして

ください。

※ 回転しないローラーのまま走行すると、
ローラーが破損する恐れがあります。

47

■ 
上部ローラーで隙間の調整を行ってください。

1  ナットをゆるめます。

2  調整ボルトをゆるめます。

3  スパナかけにスパナをかけて軸を回します。

4  隙間が 1mm 程度になるように調整します。

5  調整ボルトを締めます。

6  ナットを締めます。

ナット

調整ボルト

調整ボルト

スパナかけ 
（回す）

上部ローラー

下部ローラー

ナット

レール

ナット

隙間 1mm

スパナかけ

Ⅴ
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■ 
下部ローラーで隙間の調整を行ってください。

1  締付ナットをゆるめます。

2  スパナかけにスパナをかけて軸を回します。

3  隙間が 1mm 程度になるように調整します。

4  スパナかけにスパナをかけて軸が回らないよう

にして締付ナットを締めます。

荷物台車

スパナかけ 締付ナット

下部ローラー

隙間 1mm

レール

締付ナットⅤ

スパナかけ（回す）

上部ローラー

 

必ず二人で作業を行ってください。

※ 守らないと、エンジンが落下し受傷する恐
れがあります。

工場出荷時は 22°で取り付けています。 

エンジン取付角度を 10°に変更する場合は、以下の

方法で行ってください。

1  ベルトカバーを外し、Vベルトを外します。

（41・４２ページ参照）

ベルトカバー Vベルト

Ⅴ

49

4

六角ボルト
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4

六角ボルト



2  22°用ネジ穴からボルト 2 本を外し、

10°用ネジ穴に付け替えます。

 重 要
一人がエンジンを支え、もう一人がボルト

を付け替えてください。

3  ベルト調整をします。（４３ページ参照）

外したベルトカバーは、元どおりに取り付
けてください。

※ 守らないと、手をはさんだり衣類を巻き込
んだりして受傷する恐れがあります。

Ⅴ

50

10°用ネジ穴

22°用ネジ穴

Ⅵ . 異常時の対応

・正しい始動操作を行っているのに、エンジンが始動しないとき

・機械がレールから脱線したとき

・機械が石や木などに衝突して壊れたとき

・正しい操作を行っているのに、機械が走行しないとき

・正しい操作を行っているのに、機械が駐停車しないとき

・緊急ブレーキが作動したとき

・走行中、機械のどこからか異音や悪臭（こげくさい）が発生しているとき

・通常の走行時より、機械の揺れや振動が明らかに大きくなり危険を感じたとき

異常だと思ったら絶対に使用しないでください。

※ 思わぬ事態により、人が死亡または重傷を負う可能性が想定されます。 
軽傷または物的損害の発生する頻度が高いことが想定されます。

・機械の操作をやめて、エンジンを止めてください。

・ただちに販売店に連絡して、点検整備してもらってください。

51
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